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第１回定例会
　令和２年第１回定例会は、２月21日
から３月17日までの26日間の会期で
行われました。
　本会議１日目に、老松市長の施政方針
演説が行われ、市当局提出の人事案30
件を同意、専決処分報告１件を承認、単
行案１件、補正予算案２件を原案可決し
ました。
　本会議５日目に、条例案25件、単行
案４件、補正予算案８件、当初予算案
19件をそれぞれ原案可決したほか、陳
情２件のうち１件を採択、１件を不採
択、意見書案１件を原案可決しました。
また、追加提案された議会運営委員会提
出の条例案１件を原案可決、市当局提出
の人事案１件を同意、補正予算案２件を
原案可決しました。
　一般質問では８人の議員が市政全般に
ついて、予算質疑では１人の議員が当初
予算について、市当局に質問しました。

本会議第２日　一般質問

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
同
意
】

　

武
田
哲
也 

氏（
協
和
船
岡
＝
新
任
）

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
同
意
】

　

和
田
美
砂
子 

氏（
大
曲
地
域：新
規
推
薦
）

　

柴
田
敬
史 

氏（
大
曲
地
域
：
新
規
推
薦
）

▼
荒
川
・
峰
吉
川
・
船
岡
・
淀
川
財
産
区

管
理
会
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
同
意
】

　

協
和
地
域
の
各
財
産
区
管
理
会
財
産
区

管
理
委
員
、
そ
れ
ぞ
れ
７
人
の
任
期
が
令

和
２
年
５
月
18
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
後
任
に
つ
い
て
全
会
一
致

で
同
意
し
ま
し
た
。

▼
大
仙
市
下
水
道
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

下
水
道
等
に
つ
い
て
は
令
和
元
年
度
か

ら
５
年
間
の
経
過
措
置
を
設
け
、
一
部
で

実
施
し
て
い
る
利
用
人
数
に
応
じ
た
定
額

の
使
用
料
を
徴
収
す
る
定
額
制
を
廃
止
し
、

排
水
量
に
応
じ
て
使
用
料
を
徴
収
す
る
従

量
制
に
移
行
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
市
の
水
道
水
を
利
用

し
て
い
る
下
水
道
等
利
用
世
帯
に
つ
い
て

７
月
か
ら
従
量
制
に
移
行
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
令
和
２
年
度
以
降
に
お
い
て
は
、

市
の
水
道
水
以
外
の
組
合
水
道
や
井
戸
水

を
利
用
し
て
い
る
下
水
道
等
利
用
世
帯
に

つ
い
て
、
順
次
従
量
制
に
移
行
す
る
こ
と

と
し
て
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
▼
令
和
元
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
11
号
）　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
14

億
６
６
６
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総

額
は
４
６
１
億
１
９
０
３
万
６
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

・
地
域
交
通
対
策
事
業
費
（
生
活
路
線
バ

ス
運
行
維
持
費
補
助
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

３
１
８
６
万
８
千
円

・
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金
（
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
に
お
け
る
寄
付
金
お
よ
び

利
子
分
の
積
立
金
）

　
　
　
　
　
　

１
億
４
８
９
４
万
１
千
円

・
校
舎
等
維
持
補
修
お
よ
び
施
設
整
備
費

（
豊
川
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
万
５
千
円

▼
令
和
２
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
４
２
４
億
６
２
０
万
円
で
、

前
年
度
比
２
億
６
０
５
０
万
円
、
率
に
し

て
０
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
ろ
し 人

　
事
　
案

補
　
正
　
予
　
算

当
　
初
　
予
　
算

条
　
例
　
案

主
な
も
の

主
な
も
の

定例会１日目 定例会５日目

NEW!
今号から紙面に

QRコードを掲載しています。
スマートフォンのアプリで

読み取ると、本会議・一般質問の
録画中継をYoutubeで
ご覧頂けます。
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【
反
対
討
論
】

佐
藤
文
子  

議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
交
付
事
業
費
負
担
金
が
、
前
年

比
５
倍
に
も
お
よ
ぶ
４
８
５
７
万
６
千
円

と
異
例
の
増
額
予
算
で
計
上
さ
れ
て
い
る
。

当
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
予
算

は
、
一
般
会
計
予
算
の
わ
ず
か
０
・
１
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
政
府
予
算
が
消
費

税
増
税
に
よ
っ
て
深
刻
化
し
て
い
る
暮
ら

し
や
経
済
の
実
態
を
直
視
せ
ず
、
依
然
と

し
て
大
企
業
優
遇
と
軍
拡
を
続
け
、
全
世

代
型
社
会
保
障
と
称
す
る
社
会
保
障
削
減

路
線
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
関
連
予
算
は
そ
の
反
映
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
予
算
に
反
対
す
る
も
の

で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】

挽
野
利
恵  

議
員
（
公
明
党
）

 

今
回
の
予
算
編
成
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

各
部
局
一
般
財
源
枠
配
分
方
式
で
は
な
く
、

個
別
審
査
方
式
を
と
り
、
事
業
の
必
要
性
、

実
行
実
績
に
基
づ
く
金
額
の
精
査
、
優
先

度
の
高
い
も
の
か
ら
予
算
を
積
み
上
げ
て

い
っ
た
と
の
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
か
ら
一
つ
一
つ
丁
寧
に
予
算
を
組
ま
れ

た
こ
と
が
随
所
か
ら
感
じ
ら
れ
る
。
市
長

は
市
政
方
針
演
説
の
結
び
で
、
大
仙
市
誕

生
15
周
年
と
い
う
記
念
の
本
年
、
「
本
市

の
将
来
を
展
望
し
た
『
新
た
な
道
』
を
切

り
開
い
て
い
く
た
め
の
契
機
に
し
た
い
」
、

そ
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
文
を
「
人
口
減
少

の
抑
制
と
地
方
創
生
の
挑
戦
」
と
読
み
替

え
、
「
未
来
を
創
る
の
は
今
こ
の
時
で
あ

り
、
こ
の
時
代
に
汗
を
か
き
行
動
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
熱
い
決
意
を
述

べ
ら
れ
た
。
こ
の
決
意
を
市
職
員
一
人
一

人
が
指
針
と
さ
れ
て
施
策
を
着
実
に
実
行

し
、
市
勢
発
展
に
向
け
て
大
き
な
成
果
を

挙
げ
る
こ
と
を
期
待
申
し
上
げ
、
賛
成
討

論
と
す
る
。

▼
種
苗
の
自
家
増
殖
原
則
禁
止
と
す
る
種

苗
法
改
定
を
行
わ
な
い
よ
う
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情
【
賛
成
少
数
で
不
採
択
】

▼
最
低
賃
金
の
改
善
と
全
国
一
律
制
に
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

▼
令
和
２
年
度
大
仙
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算　

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
億
５
７
３
３
万

８
千
円
で
、
前
年
度
比
７
・
４
パ
ー
セ
ン

ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

▼
最
低
賃
金
の
改
善
と
全
国
一
律
制
に
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　

【
賛
成
多
数
で
採
択
】

【
反
対
討
論
】

佐
藤
文
子  

議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
引
き
上
げ

予
算
と
な
っ
て
い
る
。
秋
田
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
は
料
率
改
定
に
よ
り
、

保
険
料
を
５
１
２
５
円
引
き
上
げ
４
万
６

８
３
円
と
し
た
。
高
齢
者
の
生
活
は
、
年

金
支
給
が
実
質
改
定
率
０
・
３
パ
ー
セ
ン

ト
の
減
額
の
も
と
、
消
費
税
増
税
な
ど
に

よ
り
大
き
な
負
担
が
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
ま
す
ま
す

追
い
打
ち
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
、
本
予
算
は
認
め
ら
れ
ず
反
対
す
る
も

の
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】

秩
父
博
樹  

議
員
（
公
明
党
）

 

ま
ず
も
っ
て
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
は
大
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
陳
情
に
は
「
時
給
１
０
０
０
円
以
上

を
今
す
ぐ
実
現
し
、
１
５
０
０
円
を
実

現
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
急
激
な
変
化

に
つ
い
て
い
け
る
の
は
限
ら
れ
た
大
企
業

だ
け
と
な
っ
て
し
ま
い
、
中
小
零
細
企
業

の
経
営
は
立
ち
ゆ
か
な
く
な
り
、
倒
産
が

相
次
ぎ
、
雇
用
が
不
安
定
と
な
っ
て
し
ま
う
。

 

国
が
や
る
べ
き
政
策
は
最
低
賃
金
の
全

国
一
律
制
で
は
な
く
、
企
業
へ
の
支
援
、

中
小
零
細
企
業
へ
の
支
援
に
力
を
入
れ
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
格
差
の
抑
制
に
努
め

る
こ
と
で
あ
る
。
陳
情
に
あ
る
「
時
給
１

０
０
０
円
以
上
を
今
す
ぐ
実
現
し
、
１
５

０
０
円
を
実
現
」
と
い
う
論
調
は
現
実
的

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
本
陳
情
に
反
対
す

る
も
の
で
あ
る
。

陳
　
　
情

意
　
見
　
書

令和２年度一般会計・特別会計・企業会計予算 （単位：千円）

会　計　名 予　算　額 前年度比

一　般　会　計

計

42,406,200

8,460,759

957,338

1,050,226

28,657

19,100

42,315

113,615

2,376

8,956

995,827

1,040,084

2,411,153

5,388,387

62,924,993

▲ 0.6％

6.0％

7.4％

0.2％

0.9％

212.9％

▲ 31.6％

1.16％

▲ 34.9％

▲ 47.9％

0.3％

▲ 59.5％

3.2％

0.3％

▲ 1.8％

国民健康保険事業

後期高齢者医療

学校給食事業

奨学資金

企業団地整備事業

スキー場事業

太陽光発電事業

小水力発電事業

財産区（６地区）

市立大曲病院事業

上水道事業

簡易水道事業

下水道事業

特
　
別
　
会
　
計

企
業
会
計

だいせん市議会だより　令和2．5
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秩
父
博
樹  

議
員
（
公
明
党
）

◇
一
般
会
計　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
お
よ
び
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
整
備
経
費（
小
・
中
学
校
費
）

【
質
疑
】
国
は
令
和
５
年
度
ま
で
に
、
小

中
学
校
の
全
学
年
で
１
人
１
台
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
端
末
の
整
備
を
目
指
し
て
い
る
が
、

本
市
は
ど
の
よ
う
に
し
て
１
人
１
台
を
実

現
す
る
計
画
か
。

【
教
育
指
導
部
長
】
現
在
、
本
市
で
は
パ

ソ
コ
ン
教
室
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ

ン
や
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
の
リ
ー
ス
契
約

満
了
に
伴
う
更
新
の
際
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

パ
ソ
コ
ン
と
し
て
も
使
用
で
き
る
タ
イ
プ

の
も
の
に
切
り
替
え
て
き
て
お
り
、
こ
れ

を
令
和
３
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
方
針
で

あ
る
。
そ
の
後
、
比
較
的
大
き
な
規
模
の

学
校
で
は
１
台
当
た
り
の
格
差
が
大
き
い

た
め
、
こ
れ
ら
の
学
校
を
中
心
に
さ
ら
に

整
備
を
進
め
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
わ
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
状
況
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
活
用
頻
度
を
踏
ま
え
て
、
で
き
る
だ
け

早
期
に
、
ま
ず
は
３
人
に
１
台
の
整
備
を

目
指
し
た
い
。

【
質
疑
】
今
後
、
ど
の
よ
う
に
学
校
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
し
て
い
く

計
画
か
。

【
教
育
指
導
部
長
】
３
人
に
１
台
の
整
備

を
想
定
し
た
場
合
、
大
曲
小
学
校
と
大
曲

中
学
校
で
は
パ
ソ
コ
ン
台
数
が
大
幅
に
増

加
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
通
信
速
度
で

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
視
聴
に
支
障
が
出

る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
両
校
の
校
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
に
加
え
、
通
信
の
接
続
元
で
あ
る
大

曲
庁
舎
の
通
信
機
器
の
一
部
を
改
修
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
質
疑
】
教
師
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活

用
で
き
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

【
教
育
指
導
部
長
】
今
後
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
を
含
む
教
職
員
の
情
報
活
用
能

力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
体
験
研
修
を
３

地
域
で
実
施
し
、
実
際
の
授
業
で
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。
さ
ら
に
、
令
和
３
年
度
に
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
の
モ
デ
ル
校
を
指
定
し
、
授
業

を
公
開
す
る
な
ど
し
て
、
教
師
の
リ
テ
ラ

シ
ー
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
。

当
初
予
算
質
疑

議案第71号
令和２年度大仙市一般会計
予算

議案第73号
令和２年度大仙市後期高齢
者医療特別会計予算

陳情第39号
最低賃金の改善と全国一律
制にすることを求める陳情

陳情第41号
種苗の自家増殖原則禁止と
する種苗法改定を行わない
よう意見書提出を求める陳情

意見書案第24号
最低賃金の改善と全国一律
制にすることを求める意見書

議案等名

会派・議員名
議
決
結
果

原
案
可
決

原
案
可
決

採　

択

不
採
択

原
案
可
決

冨
岡　

喜
芳

本
間　

輝
男

挽
野　

利
恵

秩
父　

博
樹

三
浦　

常
男

佐
藤　

隆
盛

藤
田　

和
久

佐
藤　

文
子

小
笠
原
昌
作

渡
邊　

秀
俊

佐
藤　

清
吉

小
松　

栄
治

橋
本　

五
郎

金
谷　

道
男

後
藤　
　

健

佐
藤　

育
男

大
山　

利
吉

高
橋　

幸
晴

鎌
田　
　

正

石
塚　
　

柏

髙
橋　

徳
久

児
玉　

裕
一

橋
村　
　

誠

古
谷　

武
美

佐
藤　

芳
雄

高
橋　

敏
英

創生会公明党市民
クラブ共産党新政会大地の会だいせんの会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 　 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

賛成者は○、反対者は●とします。議長は採決に加わらないため、斜線としています。

第１回定例会賛否一覧

起立（挙手）採決（議案第71号）
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第１回定例会の概要



　　　道路舗装で舗装工事後２、３年で損傷があっ
た場合、施工業者が補修できないか。
　　　　　舗装道路の場合、路線ごとに交通量が異
なるなど舗装の損傷に大きく影響する要因があるた
め、工事施工における瑕疵と明確に判断することは
困難であり、道路管理者である市が補修している。
　　　補修に係る市の管理体制について伺う。
　　　　　道路河川課、各支所の道路担当がパトロ
ールを随時しており、道路に損傷がある場合は直ち
に簡易補修を実施し、後日、直営班によるパッチン
グ補修等を実施している。令和２年度からは道路パ
トロール専従職員を配置し、パトロール車を増やす
など、管理保全体制を強化していく。

◆森林の整備について
　　　森林の整備計画では、将来の望ましい森林へ
誘導するために、どのような施策を考えているのか。
　　　　　計画的な経営管理が行われていない所有
者に対しては、意向を伺い、市へ森林の経営を預け
たいという場合は、一定期間の経営管理権を設定し、
意欲のある林業経営体と連携をし、間伐の実施や主
伐、再造林等を行う。また、森林関係者の意見を聞
きながら、林業振興を進めるための具体的な計画を
策定したいと考えている。

◆職員の能力開発について
　　　職員の能力を開発するために、どのようなこ
とを行っているのか。
　　　毎年、職員研修計画を策定し、研修を実施し
ている。職階に応じた基本的な研修以外に、秋田県
と市町村が合同で行う能力開発研修への派遣、行政
の専門的な知識と技能などを身に付けるために、国
の機関を含む外部の研修機関等への派遣も実施して
いる。

Q

A

佐藤　芳雄　議員
　　　　　　（だいせんの会）

質問

建設部長

質問

農林部長

質問

市長
質問
建設部長

道路補修の管理体制は

パトロールを増やし、
強化していく

　　　集落機能向上のため、昭和の合併前の27の
協議会を、地域協議会と集落自治会の間に設けては。
　　　現在、自治会長等で構成する「地区コミュニ
ティ会議」や「自治会連合会」といった17の組織が
既に存在し、自治会同士の横の連携や意見交換の場
として機能しているが、その性格や役割は異なって
いるのが現状である。しかし、各自治会、各地域協
議会、そしてその間に立つ地区コミュニティ会議等
が、地域課題を整理、共有、解決するといった自治
機能を高めるべきと認識している。そのため、各地
域協議会はこれまで、地域枠予算の審議に多くの時
間を割いていたが、今後は地域課題の掘り起こしと
解決策の検討、協働のまちづくりを実現するための
協議に軸足を移すよう、活動の見直しを行っていく。

他自治体の先行事例等も参考に、地域協議会、地区
コミュニティ会議等、各自治体の連携のもと、実効
性のある自治機能を有するよう取り組んでいく。

◆行政に対するサイバー攻撃について
　　　サイバー攻撃を受けた場合の考えられる被害
はどのようなものか。
　　　　　被害は「個人情報・機密情報の漏えい」
「データの破壊や損失」「システムやサービスの停
止」などが想定されるが、市が保有する業務システ
ムや端末は、専用回線の使用により、基本的にはイ
ンターネット回線には接続していないので、サイバ
ー攻撃を受けることはない。
　　　その防護体制はどうなっているか。
　　　　　市からの出入口を一本化したうえ、秋田
県セキュリティクラウドの設置により専門業者によ
る監視を行っており、二段階の対策を行っている。

質問

質問

企画部長

質問
企画部長

市長

か　し

Q

A

渡邊　秀俊　議員
　　　　　　　（新政会）

集落自治の活性化策は

有機的な連携のもと、
実効性のある自治機能に
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ここがききたい！一般質問



　　　職員の名刺および市役所内の課や係の看板に、
担当する事業に関するＳＤＧｓ（持続可能な開発目
標）のアイコンを書き込み、まずは足元から意識の
醸成を図ってはどうか。
　　　　　　若手職員を対象としたセミナーの開催
や、先行して取り組んでいる自治体との情報交換を
行うなど、職員の意識醸成や理解促進に努めている。
こうした取り組みの一環として導入を検討していく。
　　　内閣府地方創生推進室が取り組んでいる「Ｓ
ＤＧｓ未来都市」選定を中間目標とし、市全体の意
識の醸成に取り組むことが、持続可能な大仙市づく
りにつながっていくものと考えるがどうか。
　　　　　　ＳＤＧｓを普及させていく上で大いに
賛同するものであり、本市が持つポテンシャルを最
大限に引き出すような取り組みを検討し、将来的な

「ＳＤＧｓ未来都市」への選定を視野に入れていき
たいと思っているが、まずはＳＤＧｓの理念や必要
性について周知し、浸透を図っていきたい。市民の
皆さまをはじめ多様な主体と連携を図りながら、各
種計画の策定や実施にその視点を取り入れるなど、
ＳＤＧｓの推進に貢献していく。
　　　持続可能な社会の創り手を育成するためにも、
学校教育の中で「ＳＤＧｓの理念」を学ぶ機会を増
やしていく必要があると考えるが、現状と今後の方
向性について伺う。
　　　　地域活性化に寄与できる子どもの育成を目
指した中学校区単位で取り組みを進める「大仙教育
メソッド」において、「活かす力」のキーワードと
してＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）を示し、
各校において取り組みが行われている。この取り組
みを通して、ＥＳＤの視点に立ったＳＤＧｓを地域
と連携して実践することで「総合的な学力」の一層
の育成を目指していく。

※この他、子どもを虐待から守る取り組みについて
質問しました。

質問

西山副市長

質問

西山副市長

質問

教育長

　　　当初予算案で子育て支援策を充実させたが、
学校給食無料化の予定はあるのか。
　　　子育て支援制度等検討会議で検討してきたが、
小学校へのエアコン設置やトイレの洋式化、ＩＣＴ
環境整備、学校統合など喫緊の課題が多いため、現
段階では難しいと考えている。
　　　人口減少対策について、どのような事業に重
点的に取り組んでいこうとしているのか。
　　　第２期大仙市まち・ひと・しごと創生総合戦
略に掲げた六つの重点施策「新時代に向けた農業振
興策の強化」「地域企業の振興と企業誘致の強化」
「移住・定住の促進と若者がチャレンジできる環境
づくり」「結婚・出産の希望をかなえ、子育てしや
すい環境づくり」「ともに支え合い誰もが活躍でき

る地域づくり」「地方創生への挑戦」に取り組んで
いく。

◆学校における働き方改革について
　　　学校における働き方改革を、どのように進め
ていこうとしているのか。
　　　　市教育委員会で、国や県の動きを踏まえ
「勤務時間管理システムの導入」「夏季休業中の３
日間の閉庁日の設定」「運動部・文化部の部活動ガ
イドラインの設定」等を考えている。
　　　働き方改革は、忙しすぎる現場の問題を解決
できるものになっているのか。
　　　　本来的な業務に加え、さまざまな課題やニ
ーズへの対応など内容が複雑化、多様化しており、
評価することは難しい状況と捉えている。市教育委
員会として改善に取り組むとともに、国に対して人
的支援の必要性を要望していく。

質問

質問

教育長

質問

教育長

市長

質問

市長

Q

A

秩父　博樹　議員
　　　　　　　（公明党）

 「SDGs未来都市」選定を
中間目標としては

視野に入れていきたい

Q

A

藤田　和久　議員
　　　　　　（日本共産党）

人口減少対策のために
取り組む事業は

六つの重点施策に基づき
進めていく

い
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売却可能な普通財産26件は、長期間売却さ
れていない。今後の販売見通しについて伺う。
　　　　　市ホームページや広報、看板の設置など
ＰＲの強化を検討している。また、売却可能資産に
当初から計上されている土地が地域性・利便性・価
格など、土地購入希望者が抱える多様な条件に合わ
ないことが売却に至らない要因の一つと考えられる
ので、地域に応じた価格の見直しや隣接者への売却
の打診などの対応を強化していきたい。さらに、市
の財産活用の新たな対策の一環として、４月から専
門部署として「財政活用課」を新設する。
　　　移住定住促進に利用し新規移住者に提供する、
大曲の花火にちなんで１区画873円で売却するな

ど、販売の宣伝に活用にしてはどうか。
　　　物件の利活用については、移住定住対策とし
て移住者の要望を踏まえながら、より求めやすい価
格で土地を提供する制度を設けるなど、地域全体の
活性化のひとつとして、今後検討してまいりたい。

◆運転ミス事故の現状と対策について
　　　職員の事故防止策にどのように取り組んでき
たのか。
　　　　　　大仙地区安全事業主会主催の「実技体
験運転講習会」へ毎回職員を参加させているほか、
市独自に「自動車安全運転講習会」を実施し、新規
採用職員および交通事故を発生させた職員に受講さ
せている。
　　　事故再発防止対策の取り組みについて伺う。
　　　リスクに関する全庁的な調査や検証などを専
門的に行う「（仮称）リスク管理委員会」を設置し、
職員の意識改革を一層進めながら、再発防止の取り
組みを強化していく。

質問

総務部長
質問

質問

市長

市長

佐藤副市長

質問

　　　収入のない子どもにも課税されている国保税
の子ども均等割課税は不条理であり、免除に踏み出
すよう要望するが見解を伺う。
　　　昨年９月に設置した子育て支援制度等検討会
議で協議したが結論に至らず、引き続き検討する事
項の一つとなっている。

◆がん検診受診率向上について
　　　大仙市のがん検診受診率は向上していないが、
現状をどう分析しているのか。
　　　　　　　一部の検診を除いて減少し、低い数
値となっているが、市の検診を受けずに職場検診や
人間ドック等で受診している人数が参入されておら
ず、受診率に反映されていないことも影響している。

　　　これまでの受診率向上対策の成果と今後の対
策を伺う。
　　　　　　　無料クーポン券や日曜健診等向上対
策を行っているが、受診率は伸び悩んでいる。今後
は、新たに大腸がん検診で51歳から55歳の検診料金
を無料にし、未受診者へのコール・リコール事業に
取り組む。
　　　膵臓・胆のう・肝臓がんの死亡率が高くなっ
ている（特に膵臓がん）。これらのがん検診に超音
波検査を取り入れる考えはないか。
　　　　　　　国が推奨する科学的根拠に基づいた
対策型検診に含まれていないことから実施していな
いが、引き続き、国の動向を注視してまいりたい。

◆小・中学生のスキー準備費用の助成について
　　　成長による買い替えや、レンタルスキーの準
備費用に助成できないか。
　　　　スキーに限らず、授業で使用する用具は多
岐にわたり、経費も掛かることやほかに必要な用具
も複数あり、現段階でスキー用具のみに係る助成は
困難であると考えている。

質問

質問

質問

教育長

市長

質問

健康福祉部長

健康福祉部長

質問

健康福祉部長

Q

A

佐藤　隆盛　議員
　　　　　　（市民クラブ）

売却可能な資産の販売
見通しは

PRの強化等を検討したい

Q

A

佐藤　文子　議員
　　　　　　（日本共産党）

国保税の子どもの均等
割課税を免除しては

子育で支援制度での検討
事項としている

すいぞう
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　　　産前・産後の負担が多い多胎妊産婦へ、どの
ような支援をしているのか。
　　　　　　妊娠の届け出をして母子健康手帳の交
付を受ける際に、多胎妊娠や出産後の支援の有無を
把握し、個々に応じた支援プランを作成している。
また、多胎妊婦には妊娠健康診査を無料で受けられ
る受診表を６枚追加交付し、安心安全な出産を迎え
られるよう支援している。さらに令和２年度からは、
産後ケア事業を強化し、支援の充実を図っていく。
　　　厚生労働省が令和２年度から実施する多胎児
家庭支援を受けて、市ではどのような取り組みをす
るのか。
　　　　　　厚生労働省が実施する支援は訪問型の
支援が特徴となっており、これを受けて市では、家

事支援のためのヘルパー派遣として養育支援訪問事
業を実施する。また、心身の負担増加や孤立化を防
ぐため、産後ケア事業を実施する。

◆消費税率引き上げ後の消費活性化対策について
　　　キャッシュレス決済導入状況、大仙市プレミ
アム付商品券の利用状況はどのようになっているのか。
　　　　　　　経済産業省の「キャッシュレス・消
費者還元事業」に登録している市内事業者数398。
大仙市プレミアム付商品券の利用状況は、２月末日
時点における購入者数は5,528人、金額にして１億
3,653万円となっており、住民税非課税者と子育て
世帯に対する消費への影響の緩和が図られ、市内の
消費喚起と活性化につながっていると考えている。
　　　マイナポイントによる消費活性化への支援は。
　　　　　　　マイナポイントの利用は利用者の利
便性向上や地域経済の活性化につながるので、地域
内消費の活性化と10パーセントと低い当市のマイナ
ンバーカードの普及率向上に努めていく。

※この他、消防団員について質問しました。

質問

西山副市長

質問

西山副市長

質問

経済産業部長

質問
経済産業部長

　　　空き屋の実数は。また、空き家対策の助成要
件から所得制限をなくし、地域で取り組める制度に
してはどうか。
　　　　　　　　空き屋の件数は大曲390件、神岡
95件、西仙北151件、中仙145件、協和161件、南外
80件、仙北69件、太田97件、合計で1,188件。自治
会等が利用しやすく、所得制限を設けないなど、地
域活性化につながる制度のあり方について検討して
まいりたい。

◆保育会の統合について
　　　大曲保育会と大空大仙の統合は可能であり、
全て同じく地域全体で育てる姿勢は。
　　　　　　　　　　職員数、処遇等に差異はほぼ
ないが、平成30年度収支で大曲保育会6,040万円、

８億円の積立であるが、大空大仙では職員適正化計
画等から人件費増があり8,100万円の不足、積立も1
億9,200万円の減少実績にある。幼児教育・保育の
無償化時代を迎え、設立年数、経営状況が違う両法
人だが、まずは両法人間の広域的人事交流等を検討
し、少子高齢化対策を含め安定化を図りながら対応
していきたい。

◆大仙市農業の方向性と後継支援について
　　　米に偏重した大仙農業にあって複合型への構
造転換、組織化、後継者育成支援は必須の政策であ
るが、現実的方向性を問う。
　　　日本有数の米産地であるが、複合型生産構造
への誘導を図り、強い大仙農業実現を目指し、後継
者支援や市単独の水稲、大豆への機械導入も支援し
たい。

◆「払田柵跡」南門改築の推進について
　　　地域が強く望む南門改築はいつか。
　　　　払田柵は市を代表する重要な文化資源であ
り、外柵南門再整備は令和３年度からの整備を実施
できるよう、国や県に強く要請していく。

質問

市長・総務部長
質問

市長

質問
教育長

質問

市長・健康福祉部長

Q

A

挽野　利恵　議員
　　　　　　　（公明党）

多胎妊産婦への支援は

さらなる充実を図っていく

Q

A

本間　輝男　議員
　　　　　　　（創生会）

「空き屋」助成制度、
自治会で申請可能に

自治会が利用しやすい
制度に検討・制定する
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６月定例会日程のお知らせ

９日　第３回中学生議会
17日　広報広聴常任委員会
21日　議会タブレット端末導入検討会議研修会
23日　教育福祉常任委員会「所管事務調査」

６日　議員全員協議会
　　　会派代表者会議
　　　総務民生常任委員会「所管事務調査」
14日　議会運営委員会
　　　建設水道常任委員会「所管事務調査」
17日　企画産業常任委員会
　　　　　「協議会・所管事務調査」
21日　第１回定例会（第１日）
　　　常任委員会審査（企画産業・教育福祉）
　　　議員全員協議会
　　　会派代表者会議

４日　第１回定例会（第２日）
　　　会派代表者会議
　　　広報広聴常任委員会
５日　第１回定例会（第３日）
　　　議会改革推進会議
６日　第１回定例会（第４日）

９日　各常任委員会審査
　　　常任委員会協議会
　　　　　（企画産業・教育福祉）
10日　議員説明会
　　　常任委員会審査
　　　　　（総務民生・企画産業・教育福祉）
　　　企画産業常任委員会協議会
13日　議会運営委員会
17日　第１回定例会（第５日）
　　　議員説明会
　　　広報広聴常任委員会
　　　議会改革推進会議

議会の動き議会の動き
１月

２月

３月

議長交際費 （1月1日～3月31日）
項　目

予 算 残 額

件　数 金　額

予 算 額

既 支 出 額

今回支出額

91件

18件

2件

13件

3件

900,000円

575,706円

119,313円

20,000円

87,370円

11,943円

204,981円

弔　　慰

慶　　祝

協　　賛

内　
　

訳

６月１日（月）
　本会議第１日（市政報告、議案等上程）
６月10日（水）
　本会議第２日（一般質問）
６月11日（木）
　本会議第３日
　（一般質問・議案質疑、委員会付託）
６月12日（金）･15日（月）　常任委員会審査
６月19日（金）
　本会議第４日
　（委員長報告、質疑、討論、表決）
※現時点での予定であり、変更される場合があります。
　変更内容は随時、議会ホームページでご案内しています。

1月21日 議会タブレット端末導入検討会議研修会

だいせん市議会だより　令和2．5
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総務民生常任委員会
　条例案８件、補正予算案５件、当初予算案
10件を審査しました。審査では次のような質
疑がありました。

●大仙市公共施設修繕引当基金条例の一部を改
正する条例の制定について
【問】条例改正により、この基金を施設の解体
経費にも利用するようだが、どの施設の解体を
予定しているのか。
【答】予定している解体は13カ所ある。具体的
には消防団格納庫や防火水槽の解体、西仙北青
少年自然の家の解体を計画している。

●令和２年度大仙市一般会計予算
「財政課の予算」について
【問】森林環境税は国民全員に課税されるもの
か。また一般財源としての取り扱いになるのか。
【答】市民税均等割が賦課されている方から、
年額1,000円を個人住民税と併せて賦課徴収す
ることになる。一般財源の取り扱いになるが、
森林整備に関連する経費に当てられる。

「債権管理課の予算」について
【問】コンビニ収納が開始されたが、収納率は
向上しているのか。
【答】今年度から始まったものではっきりと数
字は出ていないが、督促状の発送が約１割減っ
ていることから、期限内納付がなされており、
効果があるものと思う。

「生活環境課の予算」について
【問】ごみ収集業務について、ごみ出しが困難
な高齢者等のごみ収集を戸別に行うなど、ごみ
出し支援体制を整えるべきではないか。また、
高齢者世帯等へのごみの戸別収集等の支援事業
に対し特別交付税措置がされるが、活用を検討
してみてはどうか。
【答】戸別収集を行うと、ごみ収集に時間がか
かり、収集体制に影響が出るため、実施は困難
である。特別交付税については内容を確認して
いきたい。

企画産業常任委員会
　専決処分報告１件、条例案６件、単行案２件、
補正予算案４件、当初予算案３件、陳情２件を
審査しました。審査では次のような質疑があり
ました。

●令和２年度大仙市一般会計予算
「移住・定住推進事業費」について
【問】移住コーディネーターと無料職業紹介所
の今までの取り組み状況は。
【答】一昨年の11月に無料職業紹介所を開設し、
これまでの実績については26件の相談を受けて
おり、移住コーディネーターが、ハローワーク
に求人が出ていない事業所も回るなどした結果、
７名の方に就職していただいている。

「新規就農者研修施設運営費」について
【問】施設の研修生が減ってきている。就農後
の指導、支援についても必要ではないか。
【答】研修施設は、県普及課ＯＢを講師として
実習指導を行っており、研修生は独自自営を目
指して研修に励んでいる。就農時に策定する５
年間の計画実現に向け、ＪＡ・県・市でフォロ
ーアップチームを作り、指導を行うなどの支援
を継続していく。

「有害鳥獣駆除対策事業費」について
【問】イノシシの被害が多くなっている。対策
を強化すべきではないか。
【答】平成30年に中仙地域で初めてイノシシが
捕獲されている。この事業を活用し、イノシシ
用のおりを購入することで、有害捕獲の強化を
図りたいと考えている。また、注意喚起を促す
看板の作成やチラシを配付している。今後は、
被害が確認された太田地域などでも広報に力を
入れていく。

「観光拠点施設整備事業費」について
【問】大曲駅西口下りエスカレーター整備につ
いて、設計業務委託料が2,500万円であるが、
過剰ではないか。
【答】ＪＲの近接区域のため、設計から工事ま
でを一括してＪＲに依頼することになる。現在
はＪＲが算出した概算額を上限額として計上し
ているが、今後、ＪＲと協定を結び、適正な額
で進めてまいりたい。
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教育福祉常任委員会
　条例案３件、単行案２件、補正予算案５件、
当初予算案５件を審査しました。審査では次の
ような質疑がありました。

●補正予算
「小学校空調設備整備事業費」について
【問】今回で小学校は全て整備されることにな
るのか。また、中学校の整備予定はあるのか。
【答】今回、国の補正予算により、小学校は予
算措置して全て整備されることとなる。来年も
同様に国で予算化されれば、中学校も実施した
いと考えている。

●令和２年度大仙市一般会計予算
「保育士確保推進事業費」について
【問】県内の保育士免許を取得できる学校には
足を運んで各種事業の説明を行い、保育士確保
の努力をしていると思うが、県外の学校でもこ
ちらで保育士になりたいとの希望を持つ学生も
居ると思うので、１人でも多く大仙市で保育士
になっていただくためにも県外でも同様の活動
が必要と考えるが、その予定はあるか。
【答】昨年は、大空大仙と一緒に８月に聖霊短
大と聖園短大の方に伺い、奨励金や奨学金返還
助成などの事業を説明し、保育士確保の活動を
行った。また、岩手県の学校にも同様の活動を
行うため、訪問する計画を立てようとしたが調
整がつかず未実施となったが、こういった活動
を通して保育士確保に努めてまいりたい。

「大仙グローバルジュニア育成事業費」について
【問】グローバル化で小学校時代から英語に親
しむのは良いことだと思うが、子どもたちにし
てみれば日本人で英語の達者な人がいた方が、
日本人同士で分かる部分もあると思うので、そ
ういう人を指導者としても良いのではないかと
思う。日本人から人材を発掘してその職に充て
る考えはないか。
【答】各学校ではボランティアとして、地域の
住民の方で英語が堪能な方に協力をお願いして
いるケースもある。そういった方々を集めて、
今後少しでも外国語活動を充実させるようにし
たいとの構想があり、現在その情報を各学校か
ら仕入れて、どういった制度にできるか検討し
ているところである。

建設水道常任委員会
　条例案８件、単行案１件、補正予算案２件、
当初予算案４件を審査しました。審査では次の
ような質疑がありました。

●令和２年度大仙市一般会計予算
「除雪対策費」について
【問】今年のような暖冬のときの除雪業者への
補償は、どのように考えているのか。
【答】除排雪の委託業務については、固定費・
稼働費・待機補償費という項目を設けて補償を
行っている。

「橋りょう長寿命化対策事業費」について
【問】令和２年度は173橋を直営で点検する
が、それでもまだ点検していない橋はあるのか。
【答】点検は今年度で１巡し、令和２年度から
は２巡目に入るので、点検していない橋はない。

「公園維持管理費」について
【問】この予算の中には遊具の撤去や、新たに
整備する遊具の費用は含まれているのか。
【答】遊具の撤去費用は含まれている。新たな
遊具の整備は「公園遊具整備事業費」として、
公園維持管理費とは別に計上している。

「地域住宅整備事業費」について
【問】令和３年度から10カ年の第２期公営住
宅等長寿命化計画を策定するための予算だが、
今後10年間で、公営住宅の整備にどのぐらい
の経費が掛かると見込んでいるのか。
【答】計画策定に当たり、壊すもの・建て替え
るもの・修繕して長寿命化を図るものなどの分
析を、これから専門家に委託する。今後の計画
策定の中で、はじめて経費がどれぐらい掛かる
か分かってくる。

みその

今年度、補修工事
をする姫神橋（左）
と刈又橋（下）

だいせん市議会だより　令和2．5
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【
質
問
】
高
齢
者
や
小
中
学
生
と
定
期
的

に
話
を
し
た
り
、
郷
土
料
理
を
伝
承
し
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
身
近
に
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
を
し
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
企
画
部
長
】
市
で
は
、
お
二
人
か
ら
い

た
だ
い
た
今
回
の
よ
う
な
提
案
が
、
地
域

を
元
気
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
中
学
生
サ
ミ
ッ
ト
で

話
し
合
わ
れ
た
内
容
な
ど
を
も
と
に
、
今

後
と
も
、
既
存
の
事
業
の
拡
大
・
拡
充
や

新
た
な
企
画
に
つ
い
て
、
地
域
の
学
校
と

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

大
仙
市
中
学
生
議
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

が
で
き
ま
し
た
。
私
は
地
域
を
巻
き

込
む
よ
う
な
企
画
を
考
え
る
こ
と
、

地
域
の
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
議
長
席
に
座
り
、
司
会
を
務

め
る
機
会
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
瞬
間
は
と
て
も
う
れ
し
く
、
達
成

感
に
満
ち
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
議
長
席

に
座
る
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
の
で
、
議
長
席
か
ら
見

渡
し
た
会
場
の
景
色
は
、
今
で
も
私

の
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
「
大
曲
の
花
火
」
と
い
う
地
域

資
源
を
今
後
も
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

大
仙
市
に
花
火
を
支
え
る
人
材
育
成
の
た

め
の
教
育
機
関
を
つ
く
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

【
経
済
産
業
部
長
】
県
立
大
曲
技
術
専
門

校
へ
の
花
火
講
座
設
置
に
向
け
、
平
成
25

年
か
ら
26
年
に
か
け
、
県
と
の
協
議
を
重

ね
ま
し
た
が
、
指
導
員
の
不
足
な
ど
か
ら
、

現
状
で
は
難
し
い
と
い
う
結
論
に
至
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
花
火
師
や
花
火
師
を
目

指
す
方
の
技
術
習
得
の
場
と
し
て
は
、
専

門
校
の
活
用
が
最
も
望
ま
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
技
術
専
門
校
へ

の
花
火
講
座
設
置
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
仙
市
中
学
生
議
会
で
は
、
三
年

に
一
度
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

と
て
も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
住
む
大
仙
市
に
つ
い
て
、

多
く
の
中
学
生
と
市
当
局
の
方
々
と

協
和
中
学
校

堀田龍さん

鎌田粋人さん

大
曲
中
学
校

田口和沙さん

高野優奈さん

第３回大仙市中学生議会を開催　～笑顔あふれる魅力あるまちを目指して～第３回大仙市中学生議会を開催　～笑顔あふれる魅力あるまちを目指して～

　令和２年１月９日（木）に、第３回大
仙市中学生議会が開催されました。未来
を担う市内１１校２２名の代表者が議長
や議員となって、まちづくりや教育行政
など、生徒に身近なテーマについて質
問・提案を行い、最後に「笑顔あふれる
魅力あるまちづくり」に関する決議案の
採決を行い、可決されました。

　※主な質問内容と参加生徒の感想文を
　　紹介します。（　　　の部分が感想文です。）

議長：平和中学校 副議長：協和中学校
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意
見
交
流
で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も

よ
い
経
験
で
し
た
。
こ
の
議
会
を
通

し
て
、
今
、
市
の
た
め
に
若
い
世
代

の
人
た
ち
の
意
見
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
私
た
ち
が
市
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】
子
育
て
に
喜
び
や
安
心
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
、
子
育
て
交
流
広
場
を
作

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
健
康
福
祉
部
長
】
子
育
て
世
代
の
親
同

士
の
交
流
の
場
と
し
て
、
現
在
、
大
仙
市

内
に
は
大
曲
地
域
に
「
ま
る
こ
の
ひ
ろ

ば
」
、
中
仙
地
域
に
「
う
さ
ち
ゃ
ん
ひ
ろ

ば
」
、
西
仙
北
地
域
に
「
つ
な
っ
こ
ひ
ろ

ば
」
の
３
カ
所
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
内
各
地
域
の
認
定
こ
ど
も
園
10

カ
所
で
も
、
乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、

園
の
開
放
や
子
育
て
相
談
の
機
会
を
設
け

て
お
り
ま
す
。

　

大
仙
市
中
学
生
議
会
に
参
加
し
、

大
仙
市
の
魅
力
に
気
付
く
だ
け
で
は

な
く
、
た
く
さ
ん
の
大
人
の
方
々
の

中
で
堂
々
と
発
表
で
き
た
こ
と
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
相
手
の
気
持
ち

に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
伝
え
方
を
す

る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
か
ら
学
校
で
生

徒
会
を
運
営
し
て
い
く
中
で
、
大
切

な
こ
と
も
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
当
日
は
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
が
、
他
校
の
中
学
生
の
皆
さ

ん
を
お
手
本
と
し
、
自
分
ら
し
く
、

丁
寧
に
相
手
の
方
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】
多
く
の
小
中
学
生
や
市
民
が
、

一
流
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
触
れ
合
え
る
イ

ベ
ン
ト
や
講
演
会
を
多
く
開
催
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

【
生
涯
学
習
部
長
】
本
市
で
は
一
流
の
ス

ポ
ー
ツ
選
手
と
触
れ
合
え
る
場
と
し
て
、

こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
夢
の
教
室
」

ス
ポ
ー
ツ
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
毎
年
、
小
・
中

学
校
で
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
で
10
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
「
み
る

ス
ポ
ー
ツ
」
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ポ
ー
ツ
種
目
の
一
流
選
手
と
直
接
触

れ
合
え
る
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
を
企
画
い

た
し
ま
す
。

　

今
回
、
大
仙
市
中
学
生
議
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
仙
市
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
提
案
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
や
講
演
会
の
開
催
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
成
も
す
で
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
「
知
ら
な
か
っ

た
」
で
済
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
私

た
ち
中
学
生
が
も
っ
と
市
の
取
り
組

み
に
興
味
を
も
ち
、
積
極
的
に
参
加

し
た
り
、
協
力
し
た
り
す
る
こ
と
が
、

市
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

【
質
問
】
２
年
前
の
洪
水
被
害
に
お
け
る

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
工
事
の

完
成
に
よ
っ
て
西
仙
北
地
域
お
よ
び
協
和

地
域
の
洪
水
被
害
が
、
ど
の
程
度
軽
減
さ

れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
建
設
部
長
】
工
事
の
完
成
に
よ
り
、
平

成
29
年
７
月
程
度
の
豪
雨
が
再
び
降
っ
た

と
し
て
も
、
河
川
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
出
る
、

ま
た
は
堤
防
を
越
え
て
流
れ
出
る
こ
と
を

防
げ
る
よ
う
に
な
り
、
河
川
沿
い
に
建
つ

多
く
の
家
屋
の
被
害
が
軽
減
さ
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
２
年
前
の
豪
雨
に
よ

る
洪
水
被
害
に
関
す
る
こ
と
を
質
問

し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
私
た
ち
の
質

問
に
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

各
中
学
校
の
質
問
か
ら
、
大
仙
市
の

課
題
や
そ
の
解
決
策
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
私
た
ち
も
こ
れ
か
ら
の
大
仙

市
を
よ
り
良
く
し
て
い
き
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
今
ま
で
以
上
に
強
く
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

大
曲
西
中
学
校

小原琉羽さん

伊藤侑さん

大
曲
南
中
学
校

小松田梓音さん

進藤美結さん

西
仙
北
中
学
校

佐々木麻央さん

三浦和さん

洪水被害について質問

だいせん市議会だより　令和2．5
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【
質
問
】
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
た
め
の

「
食
べ
き
り
協
力
店
」
と
い
う
取
り
組
み

を
、
小
中
学
生
に
向
け
て
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
市
民
部
長
】
学
校
や
教
育
委
員
会
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
食
べ
き
り
協
力
店
登

録
制
度
な
ど
、
市
の
取
り
組
み
の
紹
介
も

盛
り
込
ん
だ
環
境
学
習
事
業
を
小
学
校
、

中
学
校
に
お
い
て
も
計
画
的
に
実
施
し
、

小
中
学
生
が
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
取
り
組

む
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
大
仙
市
中
学
生
議
会
に
参

加
し
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま

す
。
議
場
に
入
り
、
議
席
に
座
る
な

ど
初
め
て
の
こ
と
が
多
く
、
と
て
も

新
鮮
な
気
持
ち
で
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
あ
っ
た

り
、
大
仙
市
長
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
た
く
さ
ん
の
人
の
前
で
発
言
し
た

り
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
体
験
を
今
後
の
生
徒

会
活
動
に
生
か
し
て
い
く
と
と
も
に
、

市
の
取
り
組
み
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

【
質
問
】
閉
校
後
の
豊
成
中
学
校
空
き
校

舎
を
利
用
し
て
、
小
・
中
・
高
生
と
地
域

の
方
が
関
わ
り
合
え
る
よ
う
な
場
所
づ
く

り
を
行
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
教
育
指
導
部
長
】
豊
成
中
学
校
の
施
設

の
活
用
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
時
点

で
は
未
定
で
す
が
、
ご
提
案
の
、
地
域
の

世
代
間
交
流
施
設
も
有
効
な
活
用
策
の
一

つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
廃
校

施
設
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
が
元
気
に
な
れ
ば
、
喜
ば
し
い
こ
と
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
中
学
生
議
会
で
は
、
私
た
ち

の
住
む
大
仙
市
が
抱
え
る
問
題
を
改

め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
自
分
が

住
ん
で
い
る
ま
ち
の
課
題
を
見
付
け
、

そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
学

ん
だ
こ
と
を
基
に
、
豊
成
中
学
校
の

生
徒
会
の
一
員
と
し
て
、
よ
り
良
い

豊
成
地
域
、
大
仙
市
を
創
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

大
仙
市
を
「
地
域
の
魅
力
や
特
性

を
活
か
し
、
人
が
集
う
活
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
」
に
近
付
け
て
い
け
る
よ
う
、

小
さ
な
一
歩
を
積
み
重
ね
て
い
き
た

い
で
す
。

【
質
問
】
特
産
品
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
の
デ

ザ
イ
ン
に
、
小
中
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
取

り
入
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
経
済
産
業
部
長
】
特
産
品
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
小
中
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ

る
こ
と
は
、
大
人
と
異
な
る
若
い
発
想
に

よ
る
斬
新
な
商
品
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市

内
各
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
を
内
外

へ
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
と
て
も
効
果
的
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
、
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

他
の
中
学
生
の
発
表
を
聞
い
て
み

て
、
や
は
り
中
学
生
で
あ
っ
て
も
自

分
た
ち
な
り
の
考
え
を
も
ち
、
積
極

的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
貴
重
な
経
験
を
基
に
、
こ

れ
か
ら
も
「
ふ
る
さ
と
大
仙
」
の
た

め
に
中
学
生
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

考
え
、
授
業
や
生
徒
会
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
地
域
と
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
中
学

生
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

中
仙
中
学
校

長澤晃汰さん

佐々木くくみさん

南
外
中
学
校

伊藤碧那さん

今野咲希さん

豊
成
中
学
校

高橋希月さん

佐々木葵さん

真剣に意見や提案をする中学生議員

い
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【
質
問
】
素
晴
ら
し
い
文
化
財
を
生
か
す

た
め
、
郷
土
料
理
の
提
供
と
楽
し
め
る
体

験
活
動
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
大
仙
市
の
お
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
生
涯
学
習
部
長
】
見
る
・
食
べ
る
・
体

験
す
る
と
い
っ
た
観
光
の
三
大
要
素
は
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
交

流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
、

観
光
的
な
魅
力
を
持
た
せ
た
企
画
の
実
施

に
向
け
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
私
た
ち
の
意
見
を
質
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
緊
張
し
ま

し
た
が
、
生
涯
学
習
部
長
さ
ん
と
教

育
長
さ
ん
か
ら
大
変
分
か
り
や
す
く
、

う
れ
し
く
な
る
よ
う
な
答
弁
を
お
聞

き
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
た
ち
仙
北

中
の
思
い
が
伝
わ
っ
た
感
じ
が
し
ま

し
た
。
私
た
ち
生
徒
会
は
今
回
の
経

験
を
生
か
し
、
諸
行
事
・
各
活
動
の

見
直
し
と
改
善
策
を
考
え
て
い
き
ま

す
。
あ
い
さ
つ
運
動
や
旧
池
田
氏
庭

園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
貢
献
を
進
め
、
地
域
の

活
性
化
の
た
め
生
徒
一
人
一
人
が
さ

ら
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
、
よ
り

魅
力
あ
る
滞
在
型
の
農
業
体
験
が
で
き
る

「
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
よ
り
一
層
推

進
し
、
県
外
や
海
外
か
ら
の
観
光
客
や
増

や
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
農
林
部
長
】
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
す
る
た
め
、
空
い
た
土
地
の
活
用
を
含

め
た
、
農
家
民
泊
な
ど
の
環
境
整
備
の
支

援
や
Ｐ
Ｒ
等
を
通
じ
て
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
や
県
外
か
ら
の
観
光
客
取
り
込
み
推

進
に
よ
り
、
強
化
拡
充
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
太
田
町
の
範
囲
内
で

物
事
を
考
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
今
回
は
大
仙
市
と
い

う
広
い
視
点
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

考
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
と
て
も

難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自

分
た
ち
で
資
料
を
使
っ
て
、
大
仙
市

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
対
策
を
考
え

た
り
提
案
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
現

実
の
厳
し
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
自

分
た
ち
が
住
む
こ
の
大
仙
市
に
よ
り

興
味
や
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

【
質
問
】
大
仙
市
内
に
は
学
校
の
統
廃
合

な
ど
に
よ
り
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
学
校

な
ど
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
施
設
を

備
蓄
倉
庫
と
し
て
活
用
し
て
い
く
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
総
務
部
長
】
よ
り
迅
速
に
避
難
者
へ
物

資
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
廃
校
と
な
っ

た
学
校
も
含
め
ま
し
て
、
避
難
所
と
な
っ

て
い
る
箇
所
を
中
心
に
、
施
設
の
管
理
状

況
な
ど
も
確
認
し
た
上
で
、
備
蓄
箇
所
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
自
ら
が
市
へ
提
案
す
る

と
い
う
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
避
難
所
の

備
蓄
品
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

早
速
学
校
に
新
た
な
備
蓄
品
が
搬
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
自
分
た
ち
の

思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
議
会
を
通

し
て
、
大
仙
市
の
未
来
は
私
た
ち
が

つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
意
思
を
改
め
て
強
く
抱
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
全
校
生
徒
に
伝
え
、

今
後
の
生
徒
会
活
動
や
地
域
の
た
め

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仙
北
中
学
校

小林聖侑さん

富樫怜未さん

太
田
中
学
校

三浦千隆さん

高階冴さん

平
和
中
学
校

近葵衣さん

渡辺奏良さん

決議案を採決、全員の起立賛成で可決 決議案を提案

だいせん市議会だより　令和2．5
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「
令
和
」の
時
代
が
幕
を
開
け
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、国
内
は
令
和
誕
生
一
年
の
お
祝
い
ム
ー

ド
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
世
界
で
は
今
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
振
る
い
、わ
が
国
に
お
い
て
も
日
ご
と
に
増
加
す

る
感
染
者
や
犠
牲
者
に
関
す
る
報
道
が
な
さ
れ
、目
に
見

え
な
い
敵
と
の
戦
い
に
先
を
見
通
せ
ず
、誰
も
が
不
安
を

抱
え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。私
た
ち
市
民
に
で
き
る
こ
と

は
け
っ
し
て
悲
観
的
に
な
ら
ず
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を「
正
し
く
恐
れ
て
」手
洗
い
や
う
が
い
ほ
か
、「
密
閉
」「
密

集
」「
密
接
」の
い
わ
ゆ
る「
三
密
」を
避
け
る
な
ど
、基
本
的

な
予
防
策
を
し
っ
か
り
と
実
践
す
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、毎
年
６
月
に
行
わ
れ
て
い
た
市
政
懇
談
会
で
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
状
況
を
踏
ま
え
、今
年
度
は

や
む
な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。議
会
と
し
て
も
皆
さ
ま

の
声
を
お
聞
き
す
る
機
会
を
逸
し
て
、じ
く
じ
た
る
思
い

を
し
て
お
り
ま
す
が
、状
況
を
鑑
み
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
議
会
の
役
割

は
あ
く
ま
で
も
市
政
に
関
す
る
課
題
を
解
決
し
、よ
り
よ

い
未
来
の
た
め
の
政
策
提
言
を
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ご
意
見
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、お
近
く
の
、ま
た
は

お
知
り
合
い
の
議
員
ま
で
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
委
員　

後
藤　

健　

記
）

広
報
広
聴
常
任
委
員
会　
　
　

委　
員　
長　

挽
野　

利
恵

副
委
員
長　

三
浦　

常
男

委　
　

員　

佐
藤　

隆
盛

石
塚　
　

柏

藤
田　

和
久

小
笠
原
昌
作

小
松　

栄
治

後
藤　
　

健

佐
藤　

育
男

児
玉　

裕
一

編
集
後
記

市

民

の

声

写真は昨年度のさくまろ館での様子

市政懇談会の中止について
　６月に、市内10カ所で予定しておりました市政懇談会
は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止とな
りました。

　

市
役
所
に
行
く
と
ま
ず
目
に
す
る
の
が
地
区
の
人

口
で
あ
り
、
年
々
減
り
続
け
て
合
併
時
の
75
パ
ー
セ

ン
ト
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
世
帯
数
の
減
少
は
わ
ず

か
で
あ
る
が
、
子
供
た
ち
が
成
長
す
る
と
進
学
や
就

職
の
た
め
に
県
外
に
出
て
行
っ
て
し
ま
う
の
で
世
帯

人
数
が
減
り
、
ほ
と
ん
ど
が
２
人
ま
た
は
１
人
世
帯

と
な
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
と
後
継
者
不
足
で
個
人

の
商
店
、
事
業
者
が
次
々
と
廃
業
し
て
ゆ
き
、
ま
ち

は
寂
れ
て
い
く
一
方
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
、
地
域

活
性
化
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ど
れ
ほ
ど
経
つ

の
か
。
地
域
を
超
え
た
国
全
体
の
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
遅
々
と
し
て
対
策
が
進
ん
で
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
10
年
先
、
20
年
先
に
は
町
自

体
が
存
続
で
き
て
い
る
の
か
不
安
を
覚
え
る
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
と

し
て
、
移
住
者
支
援
制
度
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
の
活
性
化
に
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
上
位

世
代
や
国
際
教
養
大
学
世
代
が
、

Ｔ
Ｄ
Ｋ
・
齋
藤
憲
三
氏
な
ど
の

よ
う
に
地
元
で
起
業
し
、
雇
用

促
進
で
き
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

施
策
を
設
け
て
実
現
す
る
こ
と

に
夢
を
託
し
た
い
。

（
刈
和
野
地
区　

佐
々
木
憲
一
）

議員定数等検討会議
を設置

　３月13日、議員定数等検討会議
が設置されました。今後、適正な議
員定数・議員報酬について検討して
まいります。（◎委員長　○副委員長）

◎渡邊　秀俊　○髙橋　徳久
　三浦　常男　　秩父　博樹
　冨岡　喜芳　　佐藤　文子
　佐藤　清吉　　大山　利吉
　鎌田　　正　　橋村　　誠

だ
い
せ
ん
市
議
会
だ
よ
り
　
 第
6
0
号
　
　
■
発
行
/大
仙
市
議
会
　
　
〒
0
1
4
-8
6
0
1
　
秋
田
県
大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
１
号
　
TEL0

1
8
7
-6
3
-1
1
1
1（
代
） 　
　
編
集
/大
仙
市
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　
印
刷
/株
式
会
社
仙
北
印
刷
所

16

May.2020 DAISEN City Council News 市民の声


	1ページ
	1ページ

	2ページ
	2ページ

	3ページ
	3ページ

	4ページ
	4ページ

	5ページ
	5ページ

	6ページ
	6ページ

	7ページ
	7ページ

	8ページ
	8ページ

	9ページ
	9ページ

	10ページ
	10ページ

	11ページ
	11ページ

	12ページ
	12ページ

	13ページ
	13ページ

	14ページ
	14ページ

	15ページ
	15ページ

	16ページ
	16ページ


